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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和元年８月末現在（　）内は前月比

9

　８月25日にゆめタウン徳島セントラルコートで、「インディゴ“プチ”コレクション2019」を開催しました。藍染めの
衣装やアクセサリーに身を包んだモデルたちが見せる可愛いポーズに観客は魅了されていました。
　12月15日には、オープンしたばかりの総合文化ホールで「インディゴコレクション2019」を開催し、さらにパワー
アップした藍の魅力を皆さんにお届けします。

人　口	 35,267人	（＋20） 15歳未満	 5,281人	（−11）

65歳以上	 8,494人	（＋18）

平均年齢	 43.7歳

　男	 17,031人	（＋13）

　女	 18,236人	（＋７）

世帯数	 14,562戸	（＋14）

☆ プチコレクション開催 ☆
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総
合
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
の
駐
車
場
の
ご
案
内

（
9
月
中
旬
～
下
旬
）

　
現
在
、
駐
車
場
や
広
場
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
駐
車
可
能
な
場
所
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
9
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
間
は
、
次
の
場
所
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
天
候
や
工
事
の
進
み
具
合
に
よ
り
、
駐
車
場
所
や
通
行
路
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問	

教
育
委
員
会	（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

町民体育館

藍住中学校 新校舎
藍
住
中
学
校

体
育
館

町
役
場

駐
車
場

送
迎
車
乗
降
場

自転車、一時送迎車入口

自転車、送迎の方の入口

敬老のつどい
式典会場

出口来
賓・関
係
者

駐
車
場

（
一
般
車
両
は

駐
車
禁
止

）

カフェ

駐車場 駐
車
場

武
道
館

N

総合施設
駐車場
※工事中

※工事中ですが、一部駐車できます
　ので、警備員の誘導に従って駐車
　してください。

日　
時　
９
月
16
日（
月
・
祝
日
）　
午
前
９
時
20
分
～
11
時

場　
所　
町
民
体
育
館

対
象
者　

�

令
和
元
年
９
月
１
日
現
在
で
75
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方

内　
容　
・�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
午
前
９
時
20
分
か
ら
）、

　
　
　
　
　
吹
奏
楽
演
奏
、
金
管
バ
ン
ド
、
和
太
鼓

　
　
　
　
・
式
典（
午
前
10
時
か
ら
）

※�

当
日
の
会
場
は
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。
車
で
お
越

し
の
際
は
、
総
合
施
設
駐
車
場
又
は
役
場
前
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
総
合
施
設
駐
車
場
は
工
事

中
で
す
が
、
一
部
駐
車
で
き
ま
す
の
で
、
警
備
員
の

誘
導
に
従
っ
て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
送
迎
や
自
転
車
の
方
は
、
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課︵
☎
6
3
7

・3
1
1
4
︶

敬　老　の　つ　ど　い

福祉センター
町民会館

保健
センター

武道館

中央保育所

中央クリーン
ステーション

勤労女性センター

藍住町総合文化ホール建
物
入
口

駐車場

駐
車
場

駐車場

駐車場

工事中工事中

総合施設駐車場とその周辺で駐車できる場所（9月中旬～下旬）



No 908 ■ 広報あいずみ3

　

貴
重
な
水
資
源
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

水
道
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

は
、「
音
聴
棒
」や「
漏
水
探
知
機
」な
ど
を
使

い
、
道
路
内
の
配
水
管（
水
道
管
）か
ら
皆
さ

ん
の
宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
を

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
町
が
委
託
し
た

調
査
員
が
、
敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
町
が
発
行
し
た
写
真
付
調
査

員
証
を
必
ず
携
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
調
査
は
町
の
費
用
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
に
調
査
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
内
水
道
管

の
漏
水
調
査
や
水
質
検
査
、
浄
水
器
の

あ
っ
せ
ん
・
販
売
な
ど
も
一
切
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

�

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

漏
水
調
査
の
結
果
、
漏
水
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
修
理
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に

断
水
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
期
間

　
10
月
中
旬
～

　
　
1
月
中
旬（
予
定
）

問 

上
下
水
道
課

　
　
（
☎
6
3
7・3
1
3
1
）

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
1
年
に

1
回
、
浄
化
槽
の
水
質
に
関
す
る
検
査（
法

定
検
査
）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄

化
槽
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
業

者
が
行
う
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
期
間
、県
知
事
指
定
検
査
機
関
の（
公

社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象

施
設
に
申
込
書
を
送
付
し
、
連
絡
・
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　
　
間　
９
月
30
日（
月
）～
10
月
９
日（
水
）

対
象
地
域　
町
内
全
域

問 （
公
社
）県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
6
3
6・1
2
3
4
）

　
　
お
客
様
相
談
室

　
　
（
☎
6
3
6・1
1
7
7
）

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金

等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

１
対
象
と
な
る
方

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
要
件
）

　
・
65
歳
以
上

　
・
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

　
・�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
88
万
円
以
下

　
�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方（
要
件
）

　
・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以
下

２
請
求
手
続

　
①�

平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

　
　

�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
請
求
手
続
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬

か
ら
順
次
届
き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受

給
し
始
め
た
方

　
　

�

年
金
の
請
求
手
続
と
併
せ
て
請
求
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
（
☎
０
５
７
０・０
５・４
０
９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
））

　
　
徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　
　
町
住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）

　

９
月
は
、
固
定
資
産
税（
３
期
）・
国

民
健
康
保
険
税（
３
期
）の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

納
期
限  

９
月
30
日（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に

は
、
解
約
手
続
が
必
要
で
す
。

　

�

転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解

約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

よ
り
良
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

  「
全
国
家
計
構
造
調
査
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
は
本
年
10
月
か
ら
11

月
ま
で
の
２
か
月
間
、
全
国
家
計
構
造

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

皆
さ
ん
に
日
々
の
収
入
や
支
出
な
ど
を
ご

回
答
い
た
だ
き
、
国
民
生
活
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。調
査
結
果
は
、

社
会
保
障
や
福
祉
政
策
の
検
討
な
ど
、

国
民
生
活
に
身
近
な
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
一
人
一
人

の
回
答
が
、
日
本
の
よ
り
良
い
未
来
を

つ
く
り
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・
３
１
２
４
）

　
９
月
は
、
介
護
保
険
料（
３
期
）と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）の
納
付

月
で
す
。普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

納
期
限  

９
月
30
日（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

￥
今
月
の
納
税　

￥
今
月
の
保
険
料
の
納
付

10
月
1
日
か
ら
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
す

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

水を大切に！

水丸くん

漏
水
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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受付期限
11月29日（金）まで
※子育て世帯分については申請は
　不要です。

1 申請する
（非課税者分のみ）

・非課税者分については、申請書記載の住所に購入引換券が届きます。
・子育て世帯分については住民票記載の住所に世帯主の方宛てで購入引換券が届きます。2 商品券の

購入引換券が
届く

3 商品券を
購入する

●使用可能期間:10月1日（火）～２０２０年3月31日（火）まで
●使える店舗は左表のとおりです（随時、使えるお店は増えます。町ホーム
　ページをご確認ください。また、使える店舗にはステッカーが貼ってあります。）。
※商品券は、代理の方でも使用できます。　※商品券の転売や譲渡は行わないでください。
※商品券1枚あたりの額面は500円です。

4 商品券を
使用する

申請場所 町福祉課
（役場１階）

受付期間

購入場所
町商工会
受付時間：月～金曜日（祝日、12月28日～１月５日を除く）　午前９時～午後４時
☎692・2816（奥野字矢上前41-3）

10月1日（火）～２０２０年2月28日（金）

プレミアム付商品券を購入できる人は次の方です

プレミアム付商品券 販売のご案内

申請から使用までの流れ

2016年４月２日から
2019年９月30日までに
生まれたお子さまがいる世帯の世帯主

2019年度分の住民税(均等割)が課税されていない方
ただし、次に該当する方は除きます。
・住民税が課税されている方に扶養されている方
 （生計を一にする配偶者、扶養親族、専従者等）
・生活保護の受給者等

申請や購入引換券に関すること（１・２）……………………………………………… 町福祉課（☎６３７・３１１４）
購入方法や使用可能店舗に関すること（３・４）………………………………… 町経済産業課（☎６３７・３１２０）
制度に関すること ………………………………………………… 内閣府専用ダイヤル（☎０５７０・０２・２０３６）

注１ 基準日A：2019年1月1日

注２ 基準日（誕生日により、異なります。）
基準日Ｂ：2019年６月１日
　　　　（対象2016年４月２日から基準日Ｂ生）
基準日Ｃ：2019年７月31日
　　　　（対象2019年６月２日から基準日Ｃ生）
基準日Ｄ：2019年９月30日
　　　　（対象2019年８月１日から基準日Ｄ生）

②子育て世帯主①非課税者の方

問

購入引換券・本人確認書類を示し商品券を購入
してください。
●商品券は5千円単位で購入することもできます。（5千円分の商品券を4千円で購入）
●本人確認の際は、免許証、健康保険証、社員証、学生証等、郵便物等、商品券
　購入者の氏名・住所を確認できるものの提示が必要です。
●代理の方が購入されるときは、原則委任状（購入引換券に印字）が必要となります。

購入方法
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町内路線バスの変更
　10月１日から町内路線バス（二条・鴨島線、藍住線）の経路やバス停が変更されます。
　詳細は、徳島バス㈱ホームページ（https://www.tokubus.co.jp）でご確認ください。

問 徳島バス㈱（☎622・1811）

プレミアム付商品券使用可能店舗一覧	 （９月４日時点）
地区名 店　舗　名

勝瑞

Ｍ＆Ｂ　大西 新洗蔵　マルナカ成長店 パン工房　ランベリー
喫茶　花束 セブンイレブン　藍住町勝瑞店 マネキ　藍住店
キングファミリー　徳島藍住店 ㈲武田石油 ミネ青果
シューズショップタケダ だるまや 理容　たけうち

笠木 いわさ　藍住店 鳥ろく　藍住店 来来亭　藍住店
新洗蔵　笠木店 鳴門水産　藍住店

住吉 イエローハット　徳島藍住店 オートバックス　藍住
ヴォーグ美容室 佐野たたみ商会

矢上

(公社)藍住町シルバー人材センター 魚々菜々　げん太 ふらわぁいん八丁堀㈲
井上スポーツショップ ＱＵＯＮチョコレート　徳島店 マコト
㈱おごせ電機 手作りジェラート　ファーレ メガネのおがさ
花和尚

乙瀬 ㈲大西水道工業所

奥野

藍原畳店 喫茶ステップ バイクショップ　ヤマハシ
安芸人形店 ごくらく酒蔵　あぐら Ｂｏｏｋ’ｓ　ジュピター
㈲おくむら旅館 セルフうどん　関 Ｂｕｎｚｏ　藍住店
おしゃれのお店　おくむら ㈲大丸　シャルドネ徳島 ㈲松屋百貨店
かがわ化粧品店

東中富

アワーリカー　藍住店 新洗蔵　根来店 富士うどん　藍住店
ヴァンサンカン　藍住店 スマイル調剤薬局　藍住店 ＢＯＯＫＯＦＦ　藍住店
エコタウン　藍住店 セルフドライ　東中富営業所 三木写真舘
おしゃれハウスキヨシゲ チャーリー　藍住店 眼鏡市場　藍住店
くるまCOMPANY 熱烈タンタン麺一番亭　藍住店 理容室ｅｋ
ゲオ　藍住店 美容室　ｅｋ 山かつ　藍住店
純ａｉうどん　塩ごころ

徳命
石川石油ガス㈱ 新洗蔵　徳命店 ㈲トップワン
㈲鹿島タイヤ興業所 整体サロンあいいろ ポイント　徳島藍住店
三美堂 セブンイレブン　藍住新居須店 メガネ池田　藍住南店

大型店

アベイル　藍住店 ＪＡ板野郡　住吉集荷場 ネッツトヨタ徳島㈱　藍住店
キョーエイ　藍住店 ＪＡ板野郡　藍園集荷場 バースデイ　藍住店
キョーエイ　笠木店 ＪＡ板野郡　東部サブセンター びっくり館宝島　藍住店
キョーエイ　ダイソー　藍住店 スポーツデポ　徳島藍住店 ホームセンターコーナン　徳島藍住店
キョーエイ　ダイソー　笠木店 ダイレックス　藍住店 丸善商事㈱　セルフ藍住給油所
キョーエイ　チャップリン　藍住店 ＤＣＭダイキ　藍住店 丸善商事㈱　ツインズ藍住給油所
キリン堂　藍住徳命店 ドラッグコスモス　藍住店 ㈱マルナカ　成長店
くすりのレディ　藍住矢上店 ドラッグストアモリ　藍住店 ㈱マルナカ　藍住店
ケーズデンキ　藍住店 西松屋チェーン　徳島藍住店 ㈱ヤマダ電機　テックランド徳島藍住店

コーナンＰＲＯ　徳島藍住店 ニトリ　徳島藍住店 ゆめタウン徳島
(※専門店は町HPをご覧ください)

ゴルフ５　徳島藍住店
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　藍住町情報公開条例(藍住町条例第173号)第21条の
規定により、平成30年度における同条例の運用状況を
次のとおり公表します。
１ 情報公開の状況

公文書の公開

請　求
処理の状況

公　開 部分公開 非公開 不受理
2 件 1 件 0 件 0 件 1 件

注 �「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求を受理しな
かった場合を言います。

２ 公文書公開の請求者別内訳
区　分 人数

町内に住所を有する者 2 人
実施機関の事務事業に
利害関係を有する者　 0 人

３ 公文書公開の実施機関別内訳
町長部局 1 件
教育委員会部局 0 件
議会事務局 0 件
農業委員会 0 件

４ 不服申し立ての状況　なし

　藍住町個人情報保護条例(藍住町条例第200号)第33
条の規定により、平成30年度における同条例の運用状
況を次のとおり公表します。
１ 開示請求の処理状況

個人情報の開示

請　求 処理の状況
開　示 部分開示 非開示 請求拒否 取り下げ

3 件 3 件 0 件 0 件 0 件 0 件
注1 �「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有していない

等のため、開示の請求を拒否したもの。
注2 �「取り下げ」とは、町の各機関が保有する個人情報が提供された

こと等によって、請求が取り下げられたもの。
２ 開示請求の請求者別内訳

区　分 人数
本　　　　人 3 人

代理人 法定代理人 0 人
法定代理人以外の代理人 0 人

注 �同時に複数の者から申請のあったものについては
「１人」として取り扱った。

３ 開示請求者の実施機関別内訳
町長部局 3 件

健康推進課 3 件
教育委員会部局 0 件
議会事務局 0 件
農業委員会 0 件

４ 個人情報の訂正請求の状況　　　なし
５ 個人情報の利用中止請求の状況　なし
６ 不服申し立ての状況　　　　　　なし

情報公開条例の運用状況 個人情報保護条例の運用状況

　ゆめタウン前パルス藍住バス停発着高速バスの一部で、９月１日から運行時刻が変更され
ましたので、お知らせします。

変更点
　上り211便と下り206便で、大塚国際美術館・アオアヲナルトリゾートが経由地に追加され、以降の到着時刻が�
変更されました（出発時刻は変更なし）。

改正後の時刻表（９月１日～）　　　　　　　　　　　　　　　　※青色が変更部分です。

上り ゆめタウン前
パルス藍住

松茂とくとく
ターミナル

バスポート
松茂 高速鳴門 大塚国際

美術館
アオアヲ
ナルトリゾート 室津PA 三宮 大阪梅田 なんば 大阪国際空港

（伊丹）
401便   6：50   7：10   7：15   7：27 － － 休憩   9：00   9：50 － 10：20
205便   8：05   8：25   8：30   8：42 － － 休憩 － 10：50 11：10 11：40
211便 13：20 13：40 13：45 13：57 14：07 14：12 休憩 － 16：20 － 16：50

下り 大阪国際空港
（伊丹） 大阪梅田 なんば 三宮 室津PA 大塚国際

美術館
アオアヲ
ナルトリゾート 高速鳴門 バスポート

松茂
松茂とくとく
ターミナル

ゆめタウン前
パルス藍住 徳島駅前

206便 13：20 14：00 14：20 － 休憩 16：20 16：25 16：30 16：40 16：45 17：05 17：25
208便 16：20 17：00 17：20 － 休憩 － － 19：20 19：30 19：35 19：55 －
406便 18：05 19：00 － 20：00 休憩 － － 21：30 21：40 21：45 22：05 －

藍住町発着  高速乗合バス時刻表改正のお知らせ

問 海部観光㈱　電話予約センター（☎ 0570・064・188）、予約ページ https://www.kousokubus.jp/
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犬猫の避妊・去勢手術の助成制度
　犬や猫は、生まれて1年もたたないうちに子供を生むようになり、１回の出産で３～５匹の子犬や子猫が
生まれます。避妊・去勢手術は、苦痛や危険性も少なくなっており、比較的簡単にできます。犬や猫との暮
らしをより楽しく快適なものにするためにも、繁殖を望まない方は、愛犬・愛猫に手術を受けさせましょう。
　助成制度については、次のとおりです。
対　　象　町内在住で犬又は猫を飼っている方
　　　　　※犬は、登録と狂犬病予防注射を済ませている
　　　　　　必要があります。
助 成 額　１匹　5,000円（予定数30匹）
　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。
申込方法　往復はがきで申し込みください。
　　　　　申込結果は、返信はがきで連絡します。
　　　　　※１枚の往復はがきに１匹の記入でお願いします。
記載事項　（申請者）住所、氏名、電話番号
　　　　　（手術を受ける犬又は猫）犬・猫の別、名前、年齢、性別、毛色
　　　　　※�犬の場合は、鑑札（登録）番号、狂犬病予防注射済票番号

を記入してください。
申込期間　10月1日（火）～31日（木）（必着）

申・問  （公社）県獣医師会
　　　　 〒770-8007 徳島市新浜本町二丁目3番6号（☎663・6607）

返信

郵便はがき

避妊・去勢手術助成申込書
犬・猫の別
名前
年齢
性別
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　　　号  または
　藍住町　第　　　　　号
狂犬病予防注射票番号
　2019年度　第　　　　　号

申込者　　住所
　　　　　氏名（フリガナ）
　　　　　電話番号

（裏面）

申
込
者
の住

　
　
所

氏
　
　
名

往信

郵便往復はがき

7 7 0 8 0 0 7

（表面）

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

  （公社） 

徳
島
県
獣
医
師
会
　　行

　安心・安全な学校給食の継続
と、献立内容の充実を図るため、
令和元年10月１日から給食負担
金（給食費）を表のとおり改定し
ますのでご理解のほどよろしく
お願いします。

問 教育委員会（☎６３７・３１２８）

　住民の皆さん、どなたでもご参加いただけます。
日　時　10月27日(日）午後1時30分～午後3時
場　所　町民シアター（役場4階）
講　師　丹野　智文氏（おれんじドア）
入場料　無料（要申込）

［主催］　板野郡医師会
［共催］　藍住町、松茂町、北島町、板野町、上板町

申・問  板野郡医師会　担当：山口（☎692・8836）

あいずみファミリー
スポーツフェスティバル
今年は10月27日（日）に開催する予定です。
　家族と、友だちと、また一人でも
自由に楽しめます。運動不足の方、
メタボリックが気になる方は、ぜひ
この機会に参加してみましょう。
　詳細は、来月号に掲載します。

問 教育委員会（☎６３７・３１２８）

令和元年9月30日まで 令和元年10月1日以降

1食当たり 月額（20日分） 1食当たり 月額（20日分）

幼稚園・小学校 245円 4,900円 275円 5,500円
中　 学　 校 270円 5,400円 305円 6,100円

※�10月15日（火）の口座振替（10月分）は、改定後の金額となりますので口座
の残高確認をお願いします。

給食負担金の改定について（幼稚園・小学校・中学校）

認知症とともに笑顔で生きる
（在宅医療・介護連携推進事業）

はがき記載例
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ゲートキーパーの役割とは　変化に気づく　じっくりと耳を傾ける　支援先につなげる　温かく見守る
〇こころの健康相談統一ダイヤル　☎０５７０・０６４・５５６
　※徳島県は、午前９時から午後４時（土日祝日・年末年始を除く）
　※相談対応曜日・時間は都道府県によって異なります。
〇SNS相談事業　 厚生労働省　SNS相談 検索 　※�LINE・チャットで相談できます。悩みを相

談してみませんか。
〇よりそいホットライン（24時間対応）　☎0

フリーダイヤル

120・2
つなぐ

79・3
ささえる

38
　ファクシミリでの相談の方 03・3868・3811
　※一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者等に対する総合的な電話窓口です。
〇支援情報検索サイト　 支援情報検索サイト 検索 　※�電話、メール、SNSなど様々な方法の相

談窓口をご紹介しています。
詳細は、厚生労働省　自殺対策推進室のホームページをご覧ください。（検索ワード：自殺対策）

9月10日～9月16日は、自殺予防週間です。
  みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」  

ＮＥＴ１１９緊急通報システムとは？
　聴覚や言語機能等に障がいがあり、音声による１１９番通報に不安がある方を対象に携帯電話やスマートフォンの
インターネット機能を利用し、簡単な操作で１１９番通報することができます。
★ＮＥＴ１１９緊急通報システムを利用するには、事前登録が必要です。
ＮＥＴ１１９登録説明会を開催します
日　　　時　10月６日（日）午後１時30分～（藍住町役場）
　　　　　　10月13日（日）午後１時30分～（板野東部消防組合）
　　　　　　10月20日（日）午後１時30分～（板野東部消防組合）
　　　　　　※どの会場でもご参加いただけますので、ご都合の良い日にお越しください。
場　　　所　藍住町役場４階　町民シアター（藍住町奥野字矢上前３２－１）
　　　　　　板野東部消防組合消防本部２階　大会議室（北島町北村字大開１１－１）
利用対象者　�藍住町内に在住又は在勤、在学の方で、聴覚や言語機能等に障がいがあり音声による１１９番通報に

不安がある方。その他にも利用条件があります。詳細は、板野東部消防組合ホームページをご覧い
ただくか、板野東部消防組合通信指令課までお問い合わせください。

問 板野東部消防組合 通信指令課（☎６９８・９１１９） ／ ファクシミリ（６９７・３０１４）

ＮＥＴ１１９緊急通報システム  令和元年１１月１日運用開始  

　学生、主婦、サラリーマン、退職後の方な
ど創業に興味がある方なら、どなたでも受講
可能です。

日　時　�９月30日、10月７日、21日、28日、 
11月11日 （全て月曜日）　 　 　
午後７時～９時

場　所　町商工会(２階会議室)
受講料　無料
※�全講座受講後に町内で創業し、要件を満た

す方は、創業補助金が受けられます。

申・問  町商工会（☎692・2816）
　　　　　町経済産業課（☎637・3120）

第10回藍住まちゼミを開講します
☆まちゼミの仕組☆　藍住まちゼミでは、まちの商店が講師となり、
お店の専門性や特徴等を活かした少人数のゼミナールを実施。 
お客さまの興味のある情報を伝えながら、お店の存在や特徴、こ
だわり、人となりを知っていただきます。このようなお店とお客様
との交流を通じて、お店のファンづくりを行います。
期　　間　10月１日（火）～31日（木）
場　　所　参加各店舗（26店舗）
受講申込　９月24日（火）から各店へ電話予約
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
受 講 料　無料（ただし、材料費等がかかる場合有）
講座内容　第10回藍住まちゼミチラシに掲載
チラシ設置場所　町商工会、役場１階、町商工会ホームページ他
※チラシの設置は９月17日（火）から行います。
問 町商工会（☎692・2816）

創業塾の受講生を募集します

まち
ゼミ
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　畑から刈り取った藍を萎びない内に作業場へ
運び出し、機械（カッターや扇風機）とトンボな
どを用いて葉と茎とを選別します。カッターで
切り出された葉と茎は、扇風機の風で葉は遠く
へ飛ぶように、茎は手前に落ちるように角度を
調節します。そして選別された葉は薄く広げて、
2〜3日かけて乾燥をさせてからフレコン袋に入
れ、寝せこみまで大切に保管しておきます。
　作業時間を朝少し早くしたり熱中症に気をつ
けて毎日作業をしています。

宝くじ助成事業で
阿波踊り用品を整備しました
　全国自治宝くじの社会貢献広報事業の一環とし
て、一般財団法人自治総合センターが地域のコミュ
ニティ活動の充実・強化を目的に実施しているコ
ミュニティ助成事業に、阿波踊りの連「華舞遊」が
採択され、法被や太鼓などの整備を行いました。
　今夏、各地で開催された阿波
踊りには新しく整備した衣装等
で参加し、躍動感あふれる踊り
を披露しました。

東中学校で選挙出前授業
　８月20日、近い将来有権者となる若者に選挙や政治に関心を持っても
らおうと、町明るい選挙推進協議会と町選挙管理委員会が、東中学校の
２年生を対象に「選挙出前授業」を行いました。
　委員から、「18歳選挙権は、若い人の意見を政治に反映することが目的。
貴重な一票を大切にしましょう」との説明の後、模擬選挙を開催。模擬選
挙では、先生扮する候補者の演説会が行われ、実際の選挙で使用してい
る投票箱等を利用しての投票を、生徒全員が体験しました。
　また、参加者全員で行われた選挙に関するクイズでは、正解が発表さ
れるたびに喜びや驚きの声でなごやかな雰囲気となり、選挙を身近に感
じていた様子でした。
　投票は難しいものではありません。皆さんも、日頃から政治や選挙に
関心を持って、必ず投票に行きましょう。

日本トップクラスの選手による
バレーボール教室開催

　８月７日に、V.LEAGUE DIVISION1 MENに
所属で今、最も注目されている株式会社ジェイテ
クト男子バレーボール部ジェイテクトSTINGSの
選手を講師に迎え、バレーボール教室を町民体育
館で開催しました。
　教室には、町内から約50人のスポーツ少年団員
と中学生のバレーボール部員が参加し、基本的な
技術指導やゲームなどを楽しみました。この教室
は、株式会社ジェイテクトの地域貢献活動の一環
で、同社の徳島工場が藍住町にあることから実現
しました。
　子どもたちは、日本のトップリーグの選手と交
流したことで、バレーボールの楽しさや面白さを
あらためて認識していました。
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　10日間の海外派遣で、自分の気持ちを
伝えることの大切さを学びました。私は、
オーストラリアに行く前、自分の気持ち
が英語で伝えられるか不安でした。でも、
一生懸命伝えようとすると、相手も理解
しようとしてくれました。勇気をだして
英語で話してみてよかったと思いまし
た。楽しく、有意義な時間を過ごすこと
ができました。

藍住中学校
日浦和佳奈

　私は10日間、オーストラリアに行って、
日本と違うところを発見しました。例え
ば学校だと、授業の時には生徒が一人一
つずつパソコンを持っていて、席も特に
指定はなく、皆自由に座っていたことな
どです。今回、このような形で外国へ行
き、異文化にふれることが出来て本当に
良かったです。今後、これらの経験を活
かしていきたいです。

藍住東中学校
曽根　　葵

　このオーストラリアの研修は、私にとっ
てとてもかけがえのないものになりまし
た。事業の参加が決定してからはずっと
楽しみにしていましたが、10日間はあっ
という間で、オーストラリアでは毎日新
しい発見や驚く事ばかりでした。この研
修で学んだ事を、これから自分のために、
人のために役立てて、さらに勉強してい
きたいです。

藍住中学校
板東　愛佳

　初めての海外生活で緊張していました
が、現地の方々が温かく迎えてくださり、
充実した毎日を過ごすことができました。
授業スタイルや放課後での家庭の過ごし
方など、日本とは異なる点もあり、語学
以外の事もたくさん学べたと思います。
　このような機会を与えてくださり、あ
りがとうございました。藍住東中学校

浅井　莉央

　今回の海外派遣での初めての海外だっ
たので、楽しみと不安でいっぱいでした。
シドニーの学校では、一緒に授業に参加
したり日本の文化を紹介したりして、有
意義な時間を過ごす事ができました。ホー
ムステイ先のファミリーとも仲良くなり、
10日間でしたがコミュニケーションの大
事さが分かったこの体験を、今後活かし
たいです。

藍住中学校
梶原　蒼生

　オーストラリアに行き、一番楽しかっ
たのは観光です。理由は、オーストラリ
アの世界遺産の中でも有名なオペラハウ
スを見られたことと、その近くのダーリ
ングハーバーを見られたからです。オペ
ラハウスはテレビなどで見るよりも迫力
が大いにあり、ダーリングハーバーは綺
麗な港町でした。他も含め、とてもわく
わくしました。

藍住東中学校
逢坂　有晃

　私は海外派遣で文化の違いを肌で感じ
ました。また、たとえ英語が喋れなくて
も伝えようとする気持ちがあって、行動
すれば通じるということを学びました。
自分が言った英語が相手に伝わると、と
ても嬉しいです。今までの学習が生きた
ような気がします。この派遣が私にとっ
て藍住町にとって国際社会への第一歩に
なればいいなと思います。

藍住東中学校
新居　果怜

　オーストラリアに行き驚いたことは、
食習慣の違いです。日本では朝食のあと
は昼食ですが、オーストラリアではその
間にモーニングティーが入ります。この
ような文化の違いに初めは戸惑ったけれ
ど、少しずつ慣れることができました。
現地の人も気軽に話しかけてくれて、良
い経験になりました。藍住中学校

島藤杏子マリア

　私は、オーストラリアの言葉や文化を
学校では頭で、ホームステイ先では体で
学びました。ホストファミリーはおいし
い食事を作ってくれたり、動物園、ビー
チ、モール、滝など色々な所へ連れて行っ
てくれました。
　現地の友達を作る事に緊張しました
が、最終日には友達になれました。忘れ
られない貴重な10日間でした。

藍住東中学校
大城　苺彩

　私はまず日本との授業スタイルの違い
に驚きました。教科書とノートを使わず、
自分のパソコンを使って授業を受けてい
ることに衝撃をうけました。また、数日
経つと英語が徐々に聞きとれるように
なっている自分にも驚きました。ホスト
ファミリーとも少し会話を楽しむことが
できるようになり、とても楽しい10日間
となりました。

藍住中学校
舟井　　惺

　僕たちはオーストラリア研修に参加し
て、貴重な体験をし、本当に楽しい時間
を過ごしました。
　最初は速い英語に慣れず、答えたくて
も質問したくても、できなかったのです
が、単語やジェスチャーで話すと笑顔で
答えてくれました。オーストラリア人の
友達もつくることができました。とても
充実した10日間でした。

藍住東中学校
田邊丈一朗

　今回、オーストラリア研修に行くうえ
での目標は、出来るだけはずかしがらず、
現地の人と話をしてくることでした。結
果、友達もつくることができ、会話もす
ることが出来ました。ホームステイで、
ホストファミリーと会話するのは、最初
はとても緊張して、不安だったけど、明
るく話しかけてくれたので、自分も楽し
めました。

藍住中学校
松本　龍実
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藍住町中学生海外派遣団帰国報告

　藍住町中学生海外派遣団は、本年
度が初めての事業です。
　７月16日(火)に結団式を開催し、
森議長より激励のあいさつを頂き、
７月20日(土)午後、藍住町を出発し
10日間の日程でオーストラリアに滞
在しました。
　藍住中学校と藍住東中学校の中学
２年生の12名が団員として派遣さ
れ、学校プログラムやホームステイ
など、現地の人々と交流や習慣を体
験し、７月29日(月)夜、無事に藍住
町へ帰着しました。
　そして到着後、解団式を開催し、
松浦団長より青木教育長へ帰国報告
し、解団しました。
　団員は、７月21日から７月28日の
８日間はホストファミリーと一緒に
過ごし、たくさんの思い出を作るこ
とができ、最後は、涙の別れとなり
ました。元木いづみ副団長と団員12
名の感想を紹介します。
　また、藍住町ＨＰにも研修の感想
を掲載していますので、ご覧になっ
てください。

藍住町海外派遣事業を終えて
　７月20日から29日までの10日間の海外派遣事業を終え、まずは今回の事業を発案してくださっ
た髙橋町長様をはじめ、藍住町関係者の方々、藍住町教育委員会の方々に深くお礼申しあげたい。
第一回目の海外派遣ということで、何もかもが手探りの状態であったにもかかわらず、青木教育
長様のお言葉にもあったように「未来の藍住町を支える人材を育成するために」きめ細かな活動計
画を立ててくださり、たいへん感謝している。以下に本事業で生徒がどのようなことを学び、成
長したかを簡単に述べたい。
　まず、生徒はオーストラリアに到着後、シドニー周辺を観光し、さまざまな建造物などを見学し、
異文化について理解を深めた。
　次にホームステイ先に移動し、そこから近隣の小学校や、受け入れ先の中学校へ通うようになっ
た。受け入れ先での英語の語学研修は、耳で聞いて話すプログラムが多く、思うように学習を進
められない生徒が多く見られた。しかし、日を重ねるごとに生徒は担当の先生の質問や、冗談を

聞き取れるようになり、生徒の中には先生の間違いを指摘できるようになった者もいた。こうして耳が徐々に鍛えら
れてきた生徒は、話すことはできないが、相手が言っていることはおよそ分かるようになっていった。そして、同年
代の現地の中学生と会話を楽しむ様子が多く見られるようになった。会話を進めながら、生徒は会話に必要なものは、
相手が何を言おうとしているのか、なんとか分かろうとする姿勢、自分の思いを伝えようとする気持ちなのだという
ことを身をもって理解しているようであった。英語の学習を何年も積み重ねながら、英語が話せない日本人。英語教
育が改めて見直されている昨今、生徒はこの研修で英会話において大切なものを現地で見つけることができたように
思う。
　最後に、生徒は約百名の受け入れ先の中学生を前に日本文化紹介のプレゼンテーションを一人ひとり行った。拙い
英語ではあったが、これまで学んだことを生かし、精一杯自分の気持ちを伝えようとする生徒の思いが、現地の中学
生にも伝わり、発表会はすばらしいものとなった。発表会後、多くの現地生徒が発表した生徒に駆け寄り、写真を撮っ
たり、質問をしたりする姿が見られた。生徒自身大きな自信になったと思われる。
　最後になったが、このプレゼンテーションの制作にあたっては、ＡＬＴのエダ先生にたいへんお世話になった。また、
現地の学校では、語学研修を行ってくれたリチャード先生、学期はじめのたいへんなときに丁寧に対応してくださっ
たルーク先生、その他、現地でお世話になった全ての方々に改めてお礼申しあげたい。
　この事業が今後ますます充実したものになることを心よりお祈り申しあげる。

開催日 内　容

7月20日(土) 藍住町出発、関西国際空港へ
関西国際空港より、オーストラリア　シドニーへ

7月21日(日) シドニー空港へ到着、オペラハウス・ダーリングハーバー等市内観光
ホストファミリーと対面後、それぞれのホスト先へ

7月22日(月)
学校プログラムと
ホームステイ7月23日(火)

7月24日(水)

7月25日(木) 学校プログラムと日本文化
紹介

7月26日(金) イルカウオッチングと
ホームステイ

7月27日(土) 終日ホストファミリーと過ごす

7月28日(日) ホストファミリーと涙の別れ
シドニー市内にて宿泊

7月29日(月) シドニー空港より関西国際空港へ
関西国際空港より藍住町へ到着・解散

　10日間の滞在中に、広大な大地に生きるオーストラ
リアの人たちのおおらかさに触れ、私自身も多くの気
づきや学びの連続でした。生徒たちは現地での様々な
体験を通して、英語を話す以前に、自分の意見をしっ
かりともつことの重要性も実感したようです。貴重な
機会をいただいたことを感謝します。本当にありがと
うございました。

副団長
元木いづみ

（藍住中学校 教諭）

団長
松浦　和也

（藍住東中学校 教頭）
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　総合文化ホールのこけら落とし公演を次の日程で開催します。往復はがきでお申し込みください。９月30日（月）
まで応募受付中です。申込多数の場合は抽選とします。
出　演　者　仲道郁代（ピアノ）
　　　　　N響チェンバー・アンサンブル（飛澤浩人、宇根京子、横溝耕一、
　　　　　藤森亮一、矢内陽子、加藤明久、菊本和昭）
　　　　　藍住中学校・藍住東中学校吹奏楽部（オープニング演奏）
場　　所　総合文化ホール　大ホール
日　　時　11月4日（月・振休）午後2時開演
募集期限　９月30日（月）必着　
応募方法　往復はがきに次の内容を記入の上ご応募ください。（１人１通）
　　　　　【往信用裏面】　１.住所、２.氏名、３.年齢、４.連絡先
　　　　　【返信用宛名面】ご自身の住所、氏名
　その他、詳細は総合文化ホールのホームページをご覧ください。

　昨年、町民会館でさよなら公演を行った劇団東少が、今年は「ミュージカル
人魚姫」で総合文化ホールにやってきます。
日　　時　11月24日（日）　開場／午後１時30分　　開演／午後２時
場　　所　総合文化ホール　大ホール
入　場　料　全席指定席
　　　　　一　　　般／1,000円（当日1,500円）
　　　　　高校生以下／  500円（当日  700円）
　※開館記念事業により特別料金になっています。
　※前売り入場券が完売した場合、当日券の販売はありません。
　※3歳以上有料（3歳未満は大人1名につき1名ひざ上無料。ただし、座席が
　　必要な場合は有料。）
入場券前売開始　９月24日（火）
入 場 券 販 売 所　総合文化ホール事務室 ほか

　“介護のイメージを変える”“涙が止まらない”と話題の映画を上映します。
　９月21日～10月20日は徳島県認知症対策普及・啓発推進月間です。
　この機会に、認知症について一緒に考えてみませんか。ご参加をお待ちしています。
日　時　９月28日（土）午後１時30分～
場　所　町民シアター（役場4階）
内　容　映　　画　　上　　映／ケアニン～あなたでよかった～
　　　　　　　　　　　午後１時30分～３時20分
　　　　トークショー／映画「ケアニン」脚本家　藤村　磨実也さん
　　　　　　　　　　　午後３時30分～４時30分
主　催　特定非営利活動法人みずすまし
参加費　無料※申込不要　※手話通訳あります。

～総合文化ホールこけら落とし公演～～総合文化ホールこけら落とし公演～

９月24日㈫から前売入場券発売開始９月24日㈫から前売入場券発売開始

「ケアニン」映画上映＆トークショーの開催「ケアニン」映画上映＆トークショーの開催

申 ・問 〒771-1203 奥野字矢上前32-1  総合文化ホール事務室（☎︎637・3344）

問  総合文化ホール事務室（☎637・3344）

問  福祉課（☎︎637・3114）

©Kiyotaka Saito
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児童虐待について ●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

　皆さんの記憶にも新しい千葉県の小４女児が父親の虐待によって死に至るという悲惨な
事件を始め、乳幼児や幼少の児童に対する虐待の事件が後を絶ちません。
　児童虐待とはどういったことなのでしょう。厚生労働省は次のように定義し、４つに分
類しています。身体的虐待(殴る、蹴る、激しく揺さぶる、タバコなどを押しつけ火傷を負
わせる、縄などで一室に拘束したり戸外に長時間締め出したりする等)・性的虐待(子どもへ
の性的行為の強要、性的行為を見せる、性器を触る又は触らせる、ポルノグラフィの被写
体にする等)・ネグレクト(家に閉じ込める、食事を与えなかったりひどく不潔にしたりする
など衣食住の面倒を見ない、病気になっても医者に診せない、自動車の中に放置する、子
どもを残してたびたび外出する等)・心理的虐待(言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの
前で家族に暴力を振るう等)。そして虐待は保護者などの親族によって行われることが大半です。それぞれが単独で
発生することもありますが、複雑に絡み合って起こる場合も多いです。児童相談所における児童虐待の相談件数は
児童虐待防止法施行前（平成11年度）に比べ、ここ20年で10倍以上に増加し、15万件を超えています。児童虐待につ
ながる背景として、ひとり親家庭、育児などのストレス、経済的困難などがあげられていることもありますが、そ
ういう特別な状況に置かれた人が行う行為だと限定されるものではありません。子どもたちと向き合う中で誰もが
行ってしまう可能性があるのです。

児童虐待から子どもたちを守るために
　大事なことはどうすれば予防できるかということです。ありきたりな言い方かもし
れませんが、人々のつながりが重要になってきます。追い詰められた人の気持ちを受
け止め、ひとりにしないこと、虐待のサインを見逃さないことなど周囲のサポートが
必要です。児童相談所などの公的機関だけでは対応に限界が来ている状況との危機感
をもってほしいです。そして、一刻も早く被虐待の状況から救い出さなければなりま
せん。
　虐待を受けた子どもたちに及ぼす影響は限りなく大きく、「脳が委縮する」ことは研究が進み医学的にも証明され
ています。それに伴い、発達障がいなどさまざまな心的身体的な問題が子どもたちの身に起こっています。子ども
たちは自己肯定感を失い、誰にも愛されない、居場所がないという不安定な存在になってしまいます。非行に走る
子も少なくありません。虐待を受けた子どもたちの心を救うためには、保護者の代わりに関係を築き直し、愛着を
結び直す「育て直し」が必要です。できるだけ早期に安全な生活を保障し、大人との信頼できる関係を築き直し、さ
らに長期にわたり支援し続ける仕組みを地域社会で作り出していかなければならないと思います。
　現在、虐待を受けた子どもたちは乳児院、児童養護施設、児童自立支援施設などで傷ついた心や体を治しながら
頑張って生きています。しかし、施設入所しているというだけで差別を受ける事例も少なくありません。私たち一
人ひとりが意識を変え、多くの子どもたちの未来を守っていきたいものです。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　阿部　哲也

人権標語 藍住西小学校児童作品

人のこと　自分のことも　たいせつに	 ５年　小山　鎧亜
とびきりの　笑顔あふれる　世界つくろう	 ５年　巴　　彩香
なやんだときは　一人じゃないよ　みんないる	 ５年　柳澤　　舞
君たちが　笑顔をくれた　ありがとう	 ５年　富士　大雅
信じ合おう　同じ人間　同じ人	 ５年　高原　侑生
つたえよう　自分の気持ちを　ともだちに	 ５年　田中　　遼
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求
職
中
の
方

定

員　
10
人

参
加
費　
受
講
料
テ
キ
ス
ト
代
と
も
に
無
料

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
本
講
座
の
受
講
に
は
、
利
用
者
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚

生
労
働
省
と
地
方
自
治
体
が
協
働
し
、
働

く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
15
か
ら
39
歳
ま

で
の
若
者
の
職
業
的
自
立
を
目
指
し
包
括

的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

申
・
問 

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

  

（
運
営
：
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
労
働

　
　
者
福
祉
協
議
会
）☎
６
３
７・７
５
５
３

藍
美
展
作
品
募
集

　

美
術
協
会
主
催
の
藍

美
展
に
展
示
す
る
日
本

画
・
洋
画
・
書
道
・
写
真
・

美
術
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

等
の
美
術
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

【
藍
美
展
】

日

時　
11
月
８
日（
金
）～
10
日（
日
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
２
階
交
流
室
２

【
作
品
募
集
】

出
品
資
格　
町
内
在
住
又
は
町
内
在
勤
の
方

（
高
校
生
以
上
）

出
品
料　
千
円（
会
員
・
高
校
生
は
無
料
）

※
作
品
搬
入
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
点
数　
１
人
１
点

申
込
方
法　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
・
教
育
委
員

会
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
事
務
室
又
は

美
術
協
会
事
務
局（
奥
野
字
和
田

１
０
９
番
地
９
）に
提
出

申
込
期
限　
10
月
18
日（
金
）

搬
入
展
示　
11
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　
会
員
：
午
後
２
時

　
　
　
　
　
会
員
以
外
：
午
後
３
時

※
出
品
者
は
展
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

搬

出　
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
４
時
～
５
時（
時
間
厳
守
）

搬
入
搬
出
場
所

　
　
　
　
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
２
階
交
流
室
２

申
・
問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル
事
務
室

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問 

N
P
O
法
人 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　
残
暑
は
厳
し
い
け
ど
頂
上
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

日

時　
９
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
お
や
つ
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な

　
方
は
集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ

　
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

秋
の
軽
登
山
　「
高
丸
山
」

　
紅
葉
を
求
め
て　
秋
の
高
丸
山
へ
！

日

時　
10
月
22
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の

　
　
　
　
　
方
で
軽
登
山
の
で
き
る
方

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
千
５
０
０
円

申
込
期
間　
９
月
17
日（
火
）～

※
昼
食
、
雨
具
等
必
要
と
思
わ
れ
る
物

　
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
10
月
15
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返

　
金
で
き
ま
せ
ん
。　

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー （
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
性
料
理
教
室

日

時　
９
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
調
理
室

内

容　
調
理
実
習

　
　
　
　
　
（
ち
ら
し
ず
し
ほ
か
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
用
タ
オ
ル

申
込
期
限　
９
月
19
日（
木
）正
午

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

　
健
康
づ
く
り
講
座

日

時　
９
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

　
　
　
　
　
（
受
付 

午
後
９
時
45
分
か
ら
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
１
階

　
　
　
　
　
多
目
的
室

内

容

講

演　
「
心
の
声
の
聴
き
方
〜
ま

ず
は
自
分
を
知
る
こ
と

か
ら
〜
」

講

師　
井
開　
小
緒
利
氏

　
　
　
　
　
（
城
南
病
院　
臨
床
心
理
士
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
９
月
25
日（
水
）
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　「藍のふるさと　阿波～日本中を染め上げた至高の青を訪ねて～」が日本遺産に認定されたことを受けて、阿波藍
の歴史・文化やその魅力についての情報発信、活用事業を企画・運営するサポーターを養成することを目的として、
サポーター養成講座を開催します。

定　　員　30人程度
対　　象　藍のふるさと阿波魅力発信協議会の実施する事業のサポーターとして活動する意欲のある方で、原則全
　　　　　講座に参加できる方。
募集期間　10月15日（火）まで
応募方法　①住所、②氏名（ふりがな）、③年齢、④連絡先（連絡がつきやすいもの）を記入の上、はがき、ファクシミリ、
　　　　　メールのいずれかで事務局までお申し込みください。
受　講　料　無料
内　　容　※時間は各回とも午後１時～３時30分
　第1回目　10月19日（土）　上板町中央公民館
　　　　　  「『藍のふるさと　阿波～日本中を染め上げた至高の青を訪ねて～』のストーリーについて」
　　　　　  講師：藍のふるさと阿波魅力発信協議会
　　　　　  「日本遺産認定とその後の取組み」 講師：川口　武彦　氏（水戸市教育委員会）
　第2回目　10月27日（日）　上板町中央公民館
　　　　　  「阿波藍の栽培と加工」 講　師：阿波藍製造技術保存会
　　　　　  「藍と三番叟まわし」 講　師：阿波木偶箱まわし保存会
　第3回目　11月10日（日）　上板町中央公民館
　　　　　  「灰汁発酵建藍染め」 講師：古庄　紀治　氏
　　　　　  「藍と阿波踊り」（60分） 講師：根津寿夫　氏（徳島市立徳島城博物館館長）
　第4回目　11月24日（日）　上板町中央公民館
　　　　　  「藍屋敷」 講師：立石　恵嗣　氏（元徳島県立文書館館長）
　　　　　  「人形浄瑠璃と藍」 講師：佐藤　憲治　氏（徳島県立阿波十郎兵衛屋敷館長）
　第5回目　現地研修会「バスで巡る日本遺産１」(日時未定）
　第6回目　現地研修会「バスで巡る日本遺産２」(日時未定）

 申 ・問  藍のふるさと阿波魅力発信協議会事務局
　　　　  〒771-1292 徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52-1藍住町教育委員会社会教育課内
　　　　  （☎637・3128）／ファクシミリ（637・3153）／電子メール　syakaikyouiku@aizumi.i-tokushima.jp

●●● 阿波藍サポーター養成講座 ●●●

　板野東部ファミリーサポート会員の皆さん（提供会員も可）と、板野郡内
の子育て中（小学生まで）のファミリーを対象とした、芋ほり交流会を開催
します。秋空の下、芋ほりを楽しみましょう。
日　　時　10月19日（土）午前10時集合
場　　所　月見ヶ丘海浜公園駐車場（自動販売機付近で受付）
参　加　費　１組300円（さつまいも２株分持ち帰れます）
準　備　物　軍手、タオル、長靴、持ち帰り用の袋、水筒
募集人数　100組（申込順）
受付期間　10月７日（月）～11日（金）午前９時～午後５時（留守番電話による申込み不可）
※注意事項
　車は、月見ヶ丘海浜公園駐車場をご利用ください。
　小雨決行。延期の場合は、当日の午前8時に判断して板野東部ファミリー・サポート・センターの
　ホームページでお知らせします。（http://www.fami-sapo.jp)
　参加費はできるだけ釣銭のないようにお持ちください。

 申 ・問  板野東部ファミリー・サポート・センター （☎693・3033）

板野東部ファミリー・サポート・センター交流会
芋ほり交流会



No 908広報あいずみ ■ 16

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
講
座

　

世
界
に
ひ
と
つ
の
あ
な
た
だ
け
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ

ア
を
つ
く
る

　

Porcelarts

（
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
）はporcelain

（
磁
器
）とart（
芸
術
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で

す
。

講

師　
楠
木　
万
理
子 

氏

　
　
　
　
（
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
サ
ロ
ンM

arry

代
表
）

日

時　
10
月
15
日
、
11
月
19
日
、
12
月
17
日

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
21
日
、
２
月
18
日
、

　
　
　
　
３
月
17
日（
第
３
火
曜
日
）

　
　
　
　
各
日
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場

所　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー　

図
書
室　
　

定

員　
５
人（
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
女
性
）

受
講
料　
無
料　
（
材
料
費
自
己
負
担
）

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

　

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　
カ
ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
料

理
を
学
び
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

講

師　
小
林　
雅
代 

氏

　
　
　
　
（
徳
島
県
栄
養
士
会
）

日

時　
10
月
24
日
、
11
月
28
日
、
12
月
26
日

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
23
日
、
２
月
27
日
、

　
　
　
　
３
月
26
日（
第
４
木
曜
日
）

　
　
　
　
各
日
午
前
９
時
～
正
午
頃

定

員　
20
人（
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
女
性
）

　
　
　
　
※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料　
無
料　

(

材
料
費　
３
千
円)

※
材
料
費
は
前
納
し
て
頂
き
、
休
ま
れ
た
場
合
で

　
も
返
金
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

　
ミ
ッ
ト
を
使
い
パ
ン
チ
で
ス

ト
レ
ス
軽
減
や
体
力
増
進
を
図

り
ま
せ
ん
か
？
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
あ
り
ま
す
。

講

師　
梶
本　
浩
之 

氏

　
（
日
本
修
斗
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
）

日

時　
10
月
21
日
、
11
月
18
日
、
12
月
16
日

　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
20
日
、
２
月
17
日
、　

　
　
　
　
３
月
16
日（
第
３
月
曜
日
）

　
　
　
　
各
日
午
前
11
時
～
11
時
45
分

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
軽
運
動
室　

定

員　
６
人（
町
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
）

受
講
料　
３
千
円（
５
０
０
円
×
６
回 

用
具
代
）

準
備
物　
運
動
し
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、
タ
オ

　
　
　
　
ル
、
飲
物　

※
受
講
料
は
前
納
し
て
頂
き
、
休
ま
れ
た
場
合
で

　
も
返
金
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ボ
タ
ニ
カ
ル
ク
ラ
フ
ト
講
座

　
「
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
楽
し
む
講
座
」

講

師　
『U

C
H

IN
KU

』 

う
ち
ん
く

日

時　
10
月
23
日（
水
）「
秋
か
ら
冬
へ
季
節
の

　
ス
ワ
ッ
グ
」

　

11
月
20
日（
水
）「
ク
リ
ス
マ
ス
が
待
ち
遠
し
い

　
リ
ー
ス
」

　
12
月
11
日（
水
）　
「
早
春
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」

　
各
日
午
前
10
時
～
正
午
頃

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
講
習
室 

定

員　
10
人（
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
女
性
）

※
申
込
順

受
講
料　
無
料（
材
料
代　
１
０
０
０
円
×
３
回

　
　
　
　
＝
３
０
０
０
円
）

※
材
料
代
は
前
納
し
て
頂
き
、
休
ま
れ
た
場
合
で

　
も
返
金
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

準
備
物　
花
切
り
ハ
サ
ミ

　
　
　
　
（
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
も
の
で
可)

開
講
期
間　
10
月
１
日（
火
）～
令
和
２
年
３
月
30
日（
月
）

講
座
内
容

　
民
謡（
唄
又
は
三
味
線
）、
い
け
ば
な（
小
原
流
）、
オ
カ
リ
ナ

　

演
奏
、
文
化
箏（
入
門
）、
中
国
語（
入
門
）、
英
会
話（
昼
又

　
は
夜
）、
絵
手
紙
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
実
用
筆
ペ
ン

※
各
講
座
の
詳
細
は
、広
報
あ
い
ず
み
８
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格　
町
内
在
住
又
は
町
内
在
勤
者
で
18
歳
以
上
の
方

申
込
期
限　
９
月
20
日（
金
）午
後
５
時

申
・
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー （
役
場
４
階
）

　
　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
３
０)（
火
曜
日
休
館
）

　
健
康
維
持
に
は
欠
か
せ
な
い「
ス
ト
レ
ッ
チ
」。
体
の
こ
わ
ば

り
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
血
行
が
良
く
な
り
、
全
身
に
血
液
が
い
き

わ
た
り
ま
す
。

　
気
持
ち
よ
～
く
、
全
身
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日

時　
10
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午

場

所　
町
民
体
育
館

内

容　
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」　　
　
　

講

師　
川
島　
歩　
氏（
健
康
運
動
指
導
士
）

対
象
者　
40
歳
～
74
歳
で
町
内
在
住
の
方

※
健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
方

定

員　
25
人

参
加
費　
無
料

準
備
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
物

　
　
　
　
※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
☎
６
９
２･

５
０
０
０)

勤労女性センターの各講座・教室

※各教室・講座とも託児があります（自己負担：幼児1人　200円／回）。
申 ・問 勤労女性センター（奥野字矢上前32–1）　☎692・6266（午前９時～午後５時）

令
和
元
年
度 

後
期
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

教
養
講
座
受
講
生
募
集
中

健
康
づ
く
り
教
室

（
町
国
保
健
康
保
険
事
業
）「
ス
ト
レ
ッ
チ（
10
月
教
室
）」
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ひ
き
こ
も
り
親
の
会

　
親
の
会
は
、
共
通
し
た
悩
み
を
持
つ
ご
家

族
同
士
で
語
り
合
う
場
で
す
。

　
お
互
い
に
語
り
合
い
な
が
ら
、
ご
家
族
が

で
き
る
工
夫
や
対
処
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日

時　

　
10
月
３
日（
木
）・
12
月
５
日（
木
）

　
令
和
２
年
２
月
６
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
ま
す
。

※
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
が
外
部
に
伝
わ
る

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
希
望
の
方
は
、ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

場

所　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
個
別
の
相
談
に
も

　
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
き
の
ぼ
り
」）

　
　
　
徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
80
番
地

　
　
　
（
☎
６
０
２・８
９
１
１
）

　
　
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
６
５
２・２
３
２
７
）

　
　
　
（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後

　
　
　
４
時
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始

　
　
　
は
除
く
）

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

　
公
共
施
設
の
清
掃
活
動
や
環
境
意
識
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
を
、
皆
さ
ん
の
力
で
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。　

活
動
日
時　
10
月
の
毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

活
動
内
容　
●
正
法
寺
川
公
園
、
東
中
富
桜

　
　
　
　
　
　
づ
つ
み
公
園　
等
の
清
掃

　
　
　
　
　
●「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
」・「
犬

　
　
　
　
　
　
の
ふ
ん
害
」　
防
止
の
啓
発

申
込
期
限　
９
月
25
日（
水
）ま
で
に
電
話
で

　
　
　
　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時　
10
月
２
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

和
室（
役
場
４
階
）

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

　
　

(

☎
６
７
９・４
４
４
０)

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
行
政
書
士
が
、
①
～
③
の
作
成
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類

③
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類

日

時　
10
月
29
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
役
場
１
０
２
会
議
室

　
　
　
　
（
健
康
推
進
課
隣
）

問 

徳
島
県
行
政
書
士
会
徳
島
北
支
部

　
　
担
当　
多
田（
☎
６
３
７・５
７
７
８
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

強
引
な
訪
問
買
取
り
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
不
用
品
を
買
い
取
り
ま
す
」と
電
話
で
勧

誘
し
、
実
際
に
は
消
費
者
が
売
ろ
う
と
し
て

い
た
も
の
で
は
な
く
、
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド

品
を
強
引
に
、
相
場
よ
り
は
る
か
に
安
い
値

段
で
買
い
取
っ
て
い
く
手
口
で
す
。
後
に

な
っ
て
後
悔
し
、
返
し
て
ほ
し
い
と
電
話
し

て
も
、つ
な
が
ら
な
い
こ
と
や
、「
紛
失
し
た
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
取
り
戻
せ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
は
、
む
や
み

に
見
せ
な
い
、
触
ら
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
事
前
の
連
絡
な
し
で
買
取
り
の
勧
誘
を
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
突
然
訪
問

し
て
来
た
買
取
り
業
者
は
家
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　
消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

        
泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

　
10
月
７
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）の
期
間

は
、 「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
総
務
省
が
全
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と
し
て
、

町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、 「
苦
情
が
あ

る
」 「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て
欲
し
い
」

「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
所

日

時　
10
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
２
階（
相
談
室
）

問 

住
民
課 （
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

あ
な
た
の
声
を

　
　
　

お
聴
き
し
ま
す

きき
し
ま
すすす

お
聴聴聴聴聴聴聴聴聴
き
し

お
聴聴聴聴聴聴聴聴
き
し
ま
す

行
政
相
談
週
間
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～
藍
色
の
風
～
　
舞
工
房
展

　
藍
染
と
木
工
職
人
、
絵
付
け
作
家
の

　
藍
の
コ
ラ
ボ
展

日
時　
11
月
20
日（
水
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所　
藍
住
町
歴
史
館
・
藍
の
館

　
　
　
（
入
館
料　
大
人
３
０
０
円
）

主
催　
舞
工
房
グ
ル
ー
プ（
多
田
）

　
　
　
携
帯 

０
９
０・４
３
３
０・７
１
６
９

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
込
み
に
よ
る

藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

ト
は
不
可
）

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ
15
円
＋
税
・

シ
ル
ク
１
ｇ
30
円
＋
税

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～

　
午
後
３
時

問 

藍
の
館 （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

★
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　
９
月
25
日（
水
）、
10
月
９
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

★
皆
楽
会
絵
画
展

　
10
月
４
日（
金
）～
10
月
23
日（
水
）

　
皆
楽
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
油
絵
・
水
彩

　
画
・
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

◎
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

　
振
替
休
館
日　
９
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
９
月
24
日（
火
）

　
図
書
整
理
日　
９
月
19
日（
木
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
手
芸
な
ど
、
あ
な

た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集　

　
し
て
い
ま
す

　
図
書
館
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 
図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

農
業
振
興
祭

日

時　
９
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

※
小
雨
決
行

場

所　
町
民
体
育
館
駐
車
場

◆
農
産
物
の
即
売（
開
会
式
終
了
後
、
販
売
）

◆
藍
住
町
産
の
お
い
し
い
新
米
販
売（
精
米
済
）

◆
季
節
の
新
鮮
野
菜
・
果
物
と
農
産
加
工
品

◆
各
部
会
コ
ー
ナ
ー（
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
わ

　
た
菓
子
・
金
魚
す
く
い　
ほ
か
）

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
大
抽
選
会　
午
後
１
時
か
ら

※
各
部
会
コ
ー
ナ
ー
で
５
０
０
円
購
入
ご
と

　
に
抽
選
券
が
も
ら
え
ま
す
。

景

品　
お
米
ほ
か
各
部
会
提
供
品

主

催　
町
自
立
経
営
農
業
振
興
会

問 

経
済
産
業
課（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

藍
を
使
っ
て

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
藍
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ゆ
め
タ

ウ
ン
徳
島
で
開
催
し
ま
す
。

日

時　
10
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

場

所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
　
　
　
１
階
専
門
店
ゾ
ー
ン（
靴
下
屋
前
）

内

容

【
ラ
パ
ポ
ム
：
春
田 

真
紀
氏
】

①
U
V
レ
ジ
ン
と
藍
染
花
で
つ
く
る
ポ
ニ
ー

　
フ
ッ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
０
円

②
ス
カ
ー
フ
シ
ュ
シ
ュ　
　
　
１
６
０
０
円

③
コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
と
藍
染
生
地
の
ピ
ア
ス

　
・
イ
ヤ
リ
ン
グ　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

【
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
：
岡
久 

献
司
氏
】

④
藍
の
布
で
つ
く
る　
ス
タ
イ

１
５
０
０
円

⑤
藍
の
布
で
つ
く
る  

リ
ボ
ン
ヘ
ア
ゴ
ム

８
０
０
円

⑥
藍
の
布
で
つ
く
る　
ブ
ロ
ー
チ

５
０
０
円

※
参
加
費
は
材
料
費
込
み
の
値
段
で
す
。

※
事
前
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

※
他
に
も
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

▲昨年の様子
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 88月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

（氏 名） （年 齢） （住  所）

安　宅　禮　子 87歳 勝瑞字成長

細　川　勇　治 71歳 乙瀬字中田

平　岡　惠　子 92歳 乙瀬字中田

小笠原　富　子 87歳 富吉字豊吉

谷　本　貞　子 88歳 富吉字穂実

三　好　好　美 93歳 徳命字新居須

髙　橋　千代子 95歳 東中富字龍池傍示

三　木　マサヱ 98歳 東中富字天王傍示

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

林　　　結　愛 （ゆ　 あ） 女 直 宏 ・ めぐみ 奥野字原

岡　田　琉　那 （る　 な） 女 渉 ・ 恵 子 笠木字中野

谷　奥　海　優 （み　 う） 女 優 作 ・ 栄理奈 徳命字小塚北

前　田　明　輝 （は る き） 男 剛 ・ 明 子 富吉字穂実

北　島　育　実 （い く み） 女 良 幸 ・ 実 穂 徳命字前須東

中　野　明　莉 （あ か り） 女 太 郎 ・ 恭 子 矢上字西

渡　邉　湧　飛 （ゆ う ひ） 男 俊 明 ・ 玲 奈 富吉字地神

前　畑　文　乃 （ふ み の） 女 謙 太 ・ 香 穂 東中富字権現傍示

吉　田　晴　真 （は る ま） 男 光 ・ 有里沙 矢上字江ノ口

髙　野　幸太朗 （こうたろう） 男 要 ・ 一 葉 奥野字原

岡　本　勇　惺 （ゆうせい） 男 裕 史 ・ 奈津美 東中富字敷地傍示

宮　本　明日香 （あ す か） 女 佳 彦 ・ 千 暁 東中富字北傍示

井　貝　颯　利 （は や と） 男 恭 輔 ・ 友 紀 勝瑞字正喜地

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

９月18日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
レクリエーション

９月18日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

９月20日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康教室（理学療法士）

９月24日 火 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
脳トレ

９月30日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康教室（理学療法士）

10月１日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

10月２日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康教室（理学療法士）

10月７日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容： 健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエ
　　    ーション等を行っております。

問   社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

検索とくしま耳鼻科

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

9・28土、29日は住まいメッセに出展！アスティとくしまへGO!

皆さんで
徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！
●ホームゲームご案内
　９月28日（土） 午後７時から VS ツエーゲン金沢
　10月13日（日） 午後２時から VS ファジアーノ岡山
●試合会場　ポカリスエットスタジアム
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